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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年5月25日(2012.5.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２４４】
　本発明の特定の形態が例示されているが、本明細書に記載され、示されている部分の特
定の形態又は配置に限定されないことを理解するべきである。本発明の範囲から逸脱する
ことなく多様な変更を行うことができ、本発明を、明細書に示され、記載されているもの
に限定することが考慮されないことは、当業者には明白である。当業者は、本発明が目的
を実行するために十分に適合されることを容易に理解し、記述される目的と利点、並びに
それらに固有のものを容易に得るであろう。本明細書で記載されているオリゴヌクレオチ
ド、ペプチド、ポリペプチド、生物学的に関連する化合物、方法、手順及び技術のいずれ
も、好ましい実施態様の現在の代表例であり、例示的であることが意図され、範囲を制限
するものとして意図されてはいない。本明細書の変更及び他の使用を当業者は考えつき、
それは本発明の精神の範囲内に包含され、添付の請求項の範囲によって定義される。本発
明は、特定の好ましい実施態様と関連して記載されてきたが、請求される本発明は、その
ような特定の実施例に過度に限定されるべきではないことを理解するべきである。事実、
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本発明を実施するために記載された様式の多様な修正は、当業者には明白であり、請求項
の範囲内であることが意図される。
【表１】
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【表２】
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【表３】
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【図面の簡単な説明】
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受入番号２８０１０４－０６でＩＤＡＣに寄託されているハイブリドーマにより産生さ
れる単離モノクローナル抗体。 
【請求項２】
　ヒト化されている、請求項１記載の抗体。
【請求項３】
　キメラ化されている、請求項１記載の抗体。 
【請求項４】
　受入番号２８０１０４－０６でＩＤＡＣに寄託されている単離クローン。 
【請求項５】
　ヒト腫瘍から選択される組織試料において癌性細胞の抗体誘発細胞障害活性を開始する
方法であって、 　
　受入番号２８０１０４－０６でＩＤＡＣに寄託されているハイブリドーマにより産生さ
れる単離モノクローナル抗体又はその細胞障害活性誘発リガンドを提供するステップと、
ここで前記リガンドは、前記単離モノクローナル抗体とその標的抗原との結合を競合的に
阻害する能力によって特徴付けられ、
及び 
　前記単離モノクローナル抗体又はその細胞障害活性誘発リガンドと前記ヒト腫瘍からの
前記組織試料とを接触させるステップと、
を含み、
　ここにおいて前記単離モノクローナル抗体又はその細胞障害活性誘発リガンドと前記組
織試料との接触が、細胞障害活性を誘発する 、
ことを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１記載の単離モノクローナル抗体のリガンド。
【請求項７】
　請求項２記載のヒト化抗体のリガンド。 
【請求項８】
　請求項３記載のキメラ化抗体のリガンド。 
【請求項９】
　細胞毒性部分、酵素、放射性化合物及び血行性細胞からなる群より選択されるメンバー
と結合する、ことを特徴とする請求項１、２、３、６、７又は８のいずれか１項記載の単
離抗体又はリガンド。 
【請求項１０】
　哺乳動物において抗体誘発細胞障害活性に感受性のある前記ヒト腫瘍を治療するための
医薬組成物であって、受入番号２８０１０４－０６でＩＤＡＣに寄託されているハイブリ
ドーマにより産生される単離モノクローナル抗体又はその細胞障害活性誘発リガンドから
なり、　
前記ヒト腫瘍は、受入番号２８０１０４－０６でＩＤＡＣに寄託されているハイブリドー
マにより産生される前記単離モノクローナル抗体又はその前記細胞障害活性誘発リガンド
に特異的に結合する抗原を発現し、
　　　前記リガンドは、前記単離モノクローナル抗体とその標的抗原との結合を競合的に
阻害する能力によって特徴付けられ、
前記哺乳動物に、前記モノクローナル抗体又は前記その細胞障害活性誘発リガンドが細胞
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障害活性を誘発するのに有効な量の前記医薬組成物を投与することにより、前記哺乳動物
の腫瘍量が低減される、
ことを特徴とする医薬組成物。 
【請求項１１】
　前記モノクローナル抗体又はリガンドが細胞毒性部分に結合している、ことを特徴とす
る請求項１０記載の医薬組成物。 
【請求項１２】
　前記細胞毒性部分が放射性同位体である、ことを特徴とする請求項１１記載の医薬組成
物。 
【請求項１３】
　前記モノクローナル抗体又はリガンドが補体を活性化する、ことを特徴とする請求項１
０記載の医薬組成物。 
【請求項１４】
　前記モノクローナル抗体又はリガンドが抗体依存性細胞障害活性を仲介する、ことを特
徴とする請求項１０記載の医薬組成物。 
【請求項１５】
　前記モノクローナル抗体がヒト化されている、ことを特徴とする請求項１０記載の医薬
組成物。 
【請求項１６】
　前記モノクローナル抗体がキメラ化されている、ことを特徴とする請求項１０記載の医
薬組成物。 
【請求項１７】
　ヒトＣＤ４４に特異的に結合することができるモノクローナル抗体又はリガンドであっ
て、
前記モノクローナル抗体又はそのリガンドが、ＩＤＡＣ受入番号２８０１０４－０６を有
するハイブリドーマ細胞株ＡＲ３７Ａ３３５．８から得られる単離モノクローナル抗体と
同じ、ヒトＣＤ４４のエピトープ又は複数のエピトープと反応し、
前記モノクローナル抗体又はリガンドが、前記単離モノクローナル抗体とその標的ヒトＣ
Ｄ４４抗原との結合を競合的に阻害することによって特徴付けられる、
ことを特徴とするモノクローナル抗体又はリガンド。 
【請求項１８】
　ヒトＣＤ４４抗原を発現するヒト癌性腫瘍を治療するための医薬組成物であって、 
　ＩＤＡＣ受入番号２８０１０４－０６を有するハイブリドーマ細胞株ＡＲ３７Ａ３３５
．８から得られるハイブリドーマにより産生されるモノクローナル抗体によって認識され
るものと同じエピトープ又は複数のエピトープを認識する、少なくとも１つのモノクロー
ナル抗体又はリガンドからなり、
　前記ヒト癌を罹患する個人に、前記医薬組成物を投与することにより前記エピトープ又
は複数のエピトープの結合が、腫瘍量を低減することに有効である、 
ことを特徴とする医薬組成物。
【請求項１９】
　ヒトＣＤ４４抗原を発現するヒト癌性腫瘍を治療するための医薬組成物であって、 
ＩＤＡＣ受入番号２８０１０４－０６を有するハイブリドーマ細胞株ＡＲ３７Ａ３３５．
８から得られるハイブリドーマにより産生されるモノクローナル抗体によって認識される
ものと同じエピトープ又は複数のエピトープを認識する、少なくとも１つのモノクローナ
ル抗体又はリガンド及び少なくとも１つの化学療法剤からなり、
　前記ヒト癌を罹患する個人に、前記医薬組成物を投与することが腫瘍量を低減すること
に有効である、 
ことを特徴とする医薬組成物。
【請求項２０】
　ヒト腫瘍から選択される組織試料においてエピトープ又は複数のエピトープＣＤ４４を
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発現する癌性細胞の存在を決定する結合検定法であって、 
　ＩＤＡＣ受入番号２８０１０４－０６を有するハイブリドーマ細胞株ＡＲ３７Ａ３３５
．８から得られるハイブリドーマにより産生されるモノクローナル抗体によって認識され
るものと同じエピトープ又は複数のエピトープを認識する、少なくとも１つのモノクロー
ナル抗体又はリガンドを提供するステップと； 
　前記少なくとも１つのモノクローナル抗体又はそのリガンドと前記ヒト腫瘍からの組織
試料とを接触させるステップと；及び 
　前記少なくとも１つのモノクローナル抗体又はそのリガンドと前記組織試料との結合を
判定するステップと、 
を有し、
　それによって、前記組織試料において前記癌性細胞の存在が示される、 
ことを特徴とする結合検定法。


	header
	written-amendment

